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№２８６２ 第１２回例会 ２０２６．１０．８ 晴 

夜間月見例会

点 鐘：岡元 誠 会長 

進 行：志波生朗 副ＳＡＡ 

お客様：黒岩靖之 様 第５グループＡＧ 

    秋元直樹 様 君津ＲＣ幹事 

秋山大輔 様   〃  会員 

 

会長挨拶 

岡元 誠 会長 

 

皆様こんばんは。１０月に入り、朝夕はめっきり涼

しくなり、秋の始まりを感じる季節となりました。季節

の変わり目ですので、皆様どうぞお体にはお気をつ

けてお過ごしください。 

そして本日のお客様ご紹介させていただきます。

君津ＲＣより、黒岩ガバナー補佐、秋元幹事、秋山

様、本日はようこそお越しくださいました。是非当クラ

ブ毎年恒例の俳句例会を楽しんでいってください。 

本日は、毎年恒例となっております「夜間月見俳

句例会」です。今年も三枝会員には、皆さんの俳句

の手ほどきをお願いしております。三枝会員よろしく

お願いします。 

 

月見句会 

三枝かずを 選者 

 

 

 

 
 



 
 

  

 
 

三枝かずを 選 

＜一般選＞ 

月 光 を 耳 で 楽 し む ベ ー ト ー ベ ン      津田 望 

栗 拾 ふ 子 よ り 大 人 が 夢 中 な り      志波生朗 

秋 恋 し 雨 と 知 り つ つ 仰 ぐ 空      石渡 鋼 

秋 晴 れ や ロ ー タ リ ー の 輪 六 十 年      石井秀夫 

花 芒 踊 る 姿 も 風 ま か せ      白左衛門 

久 闊 の 友 の メ ー ル は 秋 出 水      若鍋武良 

パソコンの画 面 の向 かう柿 ひとつ      津田 望 

秋 晴 れ や 空 の 青 さ に 深 呼 吸      岡田良弘 

古 き 城 月 に 照 ら さ れ 浮 か び け り  新橋悠実瑛 

一 人 旅 独 り 湯 槽 に 月 を 待 つ      渡辺哲夫 

豪 雨 明 け 復 興 誓 ふ 秋 の 空      岡元 誠 

思 ひ 出 す 祖 母 と 一 緒 に 栗 拾 ひ      秋元直樹 

二 人 目 の 孫 と 応 援 運 動 会      高橋裕之 

紅 葉 し て 海 ま で 染 ま る 房 の 国      秋山大輔 

大 勢 が 眠 れ ぬ 夜 の 秋 出 水      石渡 鋼 

夕 暮 れ や い わ し 雲 沸 く 空 の 果      岡田良弘 

新 米 を 食 べ て 思 は ず 恵 比 須 顔      白左衛門 

田 の畔 をはなやかにする曼 殊 沙 華      榎本守男 

窓 辺 に て 月 と 語 ら ひ 明 日 思 ふ      須藤 隆 

大 嵐 負 け じ と 踊 る 稲 穂 か な      白左衛門 

観 音 の 笑 顔 も 曇 る 秋 の 雨      若鍋武良 

秋晴れや気の向くままにハイキング        渡辺哲夫 

庭 の 柿 思 ひ の ほ か に 甘 か り し      岡元 誠 

月 明 り 海 に こ ぼ れ る 銀 の 道      城臺彩衣 

し み じ み と 昔 を 思 ふ 秋 の 夜      椎熊邦弘 

柿 の 実 の 色 づ く 赤 に 雲 速 し      神子 恒 

 

 

 

＜特選＞ 

〇どんぐりを拾ふ幼な手もう一杯         藤江みどり 

（評）夢中になってどんぐりを拾う幼子の姿が見える。

小さな手からこぼれ落ちそうに。 

〇台 風 の 傷 痕 深 し 峠 道        高橋裕之 

（評）山道に入るほど、倒木や枝折れの木々が目立

つ。改めて峠道から台風の惨禍を振りかえる。 

〇秋風や昨日のことも置いてゆく           岡田良弘 

（評）この句をみて思わずうなってしまった。秋風をと

らえた感性がいい。心眼でみている。 

〇秋 の空 飛 行 機 を追 ふ孫 の指         岡元 誠 

（評）雲一つない青空にひたすら銀の翼を追いかけ

る無邪気な指。秋の空だからいい。 

〇金 木 犀 香 り て 遠 き 母 の 家         城臺彩衣 

（評）何とも言えない情感がこもる。遠いからこそ母の

家はいいのだ。暫く訪れない月日も…。 

＜選者吟＞ 

招 かれし今 宵 の客 は月 の友               三枝かずを 

句を案じつつ集ひ来し月の宿                         〃 

対岸にまたたく灯あり月の窓                          〃 

 

懇親会乾杯の挨拶 

第５グループＡＧ 黒岩靖之 様 

 

 

出席報告 

三幣政紀 出席担当部長 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率 

今 回 ４７/４８ １３ ２４ １０ 48.93% 

前 回 ４７/４８ ２７ １８ ２ 57.44% 

前々回 ４７/４８ ２３ ２２ ０ 51.10% 

 


